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最
近
の
西
ド
イ
ツ
・
フ
テ
ン
ス

　
　
　
　
自
主
管
理
運
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
は
　
し
　
が
　
き

　
政
治
、
経
済
、
杜
会
の
各
分
野
に
お
け
る
徹
底
し
た
民
主
主
義
的
変

革
を
当
面
の
課
題
と
す
る
先
進
民
主
主
義
諸
国
の
革
命
で
は
、
独
占
資

本
に
た
い
す
る
民
主
的
規
制
と
国
有
化
政
策
と
が
、
経
済
的
民
主
主
義

の
実
現
に
と
っ
て
中
心
的
位
置
を
占
め
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
そ
し
て
、
経
済
的
民
主
主
義
の
実
玩
は
、
民
主
的
規
制
と
国
有
化
を

軸
と
し
た
、
経
済
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
げ
る
労
働
組
合
や
労
働
者
の

下
か
ら
の
監
視
と
規
制
、
管
理
、
運
営
へ
の
参
加
の
運
動
、
一
言
で
言

え
ほ
、
　
「
反
独
占
」
の
民
主
主
義
運
動
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
も
の
で

あ
る
。

　
目
本
に
お
い
て
も
、
経
済
的
民
主
主
義
の
問
題
が
労
働
運
動
の
当
面

・
ア
メ
リ
カ
の

一
六
六
（
六
〇
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
津
　
島
　
陽
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

す
る
重
要
な
間
題
と
し
て
提
起
さ
れ
、
経
済
的
民
主
主
義
に
お
げ
る

「
民
主
的
規
制
」
の
問
題
も
、
具
体
的
内
容
を
も
っ
て
展
開
さ
れ
る
段

階
に
至
っ
て
い
る
が
、
世
界
の
労
働
運
動
に
お
け
る
一
っ
の
潮
流
と
し

て
、
自
主
管
理
運
動
が
、
無
視
で
き
な
い
一
つ
の
勢
力
と
し
て
そ
の
運

動
範
囲
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
現
実
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
最
近
の
西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ソ
ス
、
ア
メ
リ
カ
に
お
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

自
主
管
理
運
動
に
つ
い
て
若
干
の
論
評
と
紹
介
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
Ｈ

　
最
初
に
、
西
ド
イ
ツ
の
共
同
管
理
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
オ
リ
ヴ
イ

ユ
・
コ
ル
ペ
論
文
か
ら
み
て
い
こ
う
。
従
来
、
フ
ラ
ソ
ス
に
お
い
て
は
、

西
ド
イ
ッ
の
共
同
管
理
に
つ
い
て
の
べ
ら
れ
る
こ
と
が
少
た
く
、
従
っ



て
不
明
の
部
分
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
　
コ
ル
ベ
は
、
『
共
同
管
理
　
　
か
で
あ
る
し
、
大
労
働
組
合
の
ど
れ
も
、
共
同
決
定
に
っ
い
て
語
ろ
う

と
資
本
主
義
』
、
副
題
と
し
て
『
ド
ィ
ッ
連
邦
国
に
お
け
る
共
同
管
理
　
　
と
し
て
い
な
い
の
だ
が
、
し
か
し
、
　
「
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
共
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

の
評
価
・
批
判
及
び
展
望
』
と
題
す
る
論
文
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
た
　
　
決
定
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
諸
間
題
、
経
済
的
杜
会
的
諸
結
果
、
階
級

考
察
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘
争
に
及
ぽ
す
諸
影
響
、
諸
限
界
を
学
び
と
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
の

　
先
ず
、
　
「
は
し
が
き
」
の
部
分
で
、
コ
ル
ベ
は
自
己
の
間
題
意
識
を
　
　
投
資
家
た
ち
に
不
安
を
与
え
る
よ
う
に
み
、
”
ん
る
こ
の
計
画
を
分
析
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

概
略
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
」
と
し
て
、
フ
ラ
ソ
ス
の
自
主
管
理
と
の
対
比

　
最
近
・
ル
・
モ
ソ
ド
誌
は
、
　
「
西
ド
ィ
ツ
の
労
資
同
数
の
代
表
か
ら
　
　
を
念
頭
に
お
き
っ
っ
、
四
っ
の
部
分
に
分
け
て
歴
史
的
な
考
察
と
評
価

成
る
共
同
決
定
は
、
ア
メ
リ
ヵ
の
投
資
家
に
不
安
を
与
え
て
い
る
」
と
　
　
を
展
開
す
る
。

の
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
チ
リ
を
例
に
と
っ
　
　
　
以
下
、
論
旨
を
辿
っ
て
み
よ
う
。

た
一
種
の
「
お
ど
し
」
で
あ
り
、
多
く
の
人
々
は
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
　
　
　
西
ド
イ
ツ
に
－
お
い
て
、
共
同
決
定
と
い
う
語
は
、
　
「
労
働
者
の
代
表

の
こ
の
「
お
ど
し
」
を
醐
笑
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
と
は
反
対
に
、
　
　
と
資
本
家
の
代
表
と
の
間
に
制
定
さ
れ
た
法
関
係
の
二
移
態
」
を
さ
し
、

太
平
洋
の
こ
ち
ら
側
で
は
、
共
同
決
定
は
長
い
こ
と
「
資
本
と
労
働
の
　
　
一
つ
は
、
一
九
五
一
年
の
法
律
に
よ
る
労
資
同
数
の
代
表
か
ら
な
る
共

連
合
の
・
ず
る
い
危
険
な
試
み
で
あ
り
、
労
働
老
階
級
の
公
正
た
利
害
　
　
同
決
定
法
、
一
っ
は
、
資
本
家
代
表
三
分
の
」
一
、
労
働
者
代
表
三
分
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

を
陰
幣
し
・
闘
争
の
蹴
錨
を
あ
い
ま
い
に
す
る
杜
会
的
政
治
的
搬
卸
の
　
　
一
に
よ
る
一
九
五
二
年
に
制
定
さ
れ
た
経
営
組
織
法
で
あ
る
。

一
様
式
」
と
し
て
の
評
価
を
得
て
き
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ル
ベ
に
よ
れ
ぱ
、
前
者
は
、
　
「
資
格
を
そ
な
え
た
（
ｏ
弓
巴
豪
、
）
」

　
フ
ラ
ソ
ス
の
自
主
管
理
論
者
が
、
ド
ィ
ツ
の
共
同
決
定
を
否
定
し
て
　
　
共
同
管
理
で
あ
り
、
製
鉄
、
採
炭
企
業
に
み
ら
れ
る
が
、
実
際
に
は
労

い
る
こ
と
は
・
杜
会
党
の
最
近
の
会
議
の
最
後
の
動
議
の
な
か
で
、
　
　
働
者
人
口
の
ニ
パ
ー
セ
ソ
ト
に
し
か
満
た
な
い
四
五
万
人
の
労
働
老
に
・

「
自
主
管
理
は
・
そ
の
実
現
に
お
い
て
完
全
に
共
同
決
定
の
あ
ら
ゆ
る
　
　
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
法
的
に
は
民
主
的
構
成
を
と
っ
て
い
る
が
、

形
態
か
ら
区
別
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
、
の
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
　
　
実
質
的
に
は
、
監
督
委
員
会
の
任
命
権
は
、
十
一
名
全
員
（
資
本
家
代

　
　
　
　
最
近
の
西
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ソ
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
自
主
管
理
運
動
に
つ
い
て
（
津
島
）
　
　
　
　
ニ
ハ
七
（
六
〇
五
）
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表
五
名
、
労
働
者
代
表
五
名
、
第
三
者
一
名
）
に
よ
る
よ
り
も
、
株
主

に
よ
る
こ
と
の
方
が
多
く
、
企
業
の
監
督
委
員
会
に
お
け
る
労
働
者
の

監
督
者
も
、
他
の
二
名
の
監
督
者
の
同
意
と
協
力
な
し
に
は
存
在
で
き

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
後
者
は
、
ド
ィ
ツ
の
殆
ど
全
企
業
に
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、
監
督
委

員
会
は
六
名
の
株
主
代
表
と
三
名
の
労
働
者
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
、
前

者
に
お
け
る
よ
う
な
、
第
三
者
す
な
わ
ち
一
名
の
伸
裁
人
の
存
在
も
認

め
ら
れ
な
い
。

　
ま
た
「
経
営
協
議
会
」
は
、
賃
金
、
労
働
条
件
、
就
業
規
則
等
の
間

題
に
っ
い
て
、
管
理
者
と
話
し
合
い
は
で
き
る
が
、
交
渉
方
式
に
よ
る

話
し
合
い
の
中
で
は
、
決
定
的
な
影
響
を
行
使
で
き
ず
、
．
解
雇
に
さ
い

し
て
も
、
た
ん
な
る
聴
取
権
な
い
し
協
力
権
を
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な

い
と
い
う
「
制
隈
さ
れ
た
（
曇
ぎ
ま
ｏ
）
」
も
の
で
あ
る
。

　
一
九
五
一
年
法
は
、
一
九
四
九
年
の
労
働
組
合
運
動
の
高
ま
り
の
中

で
お
こ
な
わ
れ
た
一
九
五
一
年
二
月
一
日
の
Ｄ
Ｇ
Ｂ
（
ド
ィ
ッ
労
働
組
合

総
同
盟
）
に
よ
る
ゼ
ネ
ス
ト
の
産
物
で
あ
り
、
戦
前
の
歴
史
に
お
い
て

　
　
　
（
６
）

は
進
歩
的
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
に
お
い
て
は
空
洞
化
さ
れ
た
。

　
ド
イ
ツ
労
働
運
動
は
、
一
九
五
九
年
五
月
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
（
杜
会
民
主
党
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

の
有
名
な
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル
ク
綱
領
の
成
立
を
も
っ
て
、
改
良
主
義
に
漸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
八
（
六
〇
六
）

進
的
に
地
す
べ
り
を
し
て
い
き
、
こ
の
問
に
お
げ
る
ド
ィ
ツ
帝
国
主
義

の
飛
躍
的
発
展
は
、
他
方
に
お
げ
る
労
働
運
動
の
抑
圧
、
体
制
内
の
労

働
組
合
運
動
の
右
優
化
を
ま
ね
き
、
結
局
「
一
九
六
九
年
迄
、
反
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

主
義
を
表
明
し
た
闘
争
は
な
か
っ
た
」
と
言
う
。

　
ド
ィ
ツ
に
お
げ
る
二
〇
年
問
に
わ
た
る
共
同
決
定
、
実
践
の
成
果
は
、

コ
ル
ペ
に
よ
れ
ぱ
、
　
「
労
働
者
代
表
の
企
業
へ
の
統
合
と
、
官
僚
主
義

的
労
働
組
合
の
強
化
、
労
働
者
の
彼
ら
の
代
表
者
へ
の
不
信
、
参
加
へ

　
　
　
　
（
９
）

の
無
関
心
」
で
あ
る
。

　
経
営
者
と
労
働
組
合
と
の
間
の
、
又
、
労
働
者
と
そ
の
代
表
者
と
の

問
の
離
反
関
係
は
、
労
働
者
と
労
断
組
合
と
の
対
立
を
ま
ね
き
・
そ
れ

は
、
一
九
六
九
年
秋
に
「
山
ね
こ
ス
ト
ラ
イ
キ
」
と
な
っ
て
爆
発
し
た
。

　
「
山
ね
こ
ス
ト
ラ
イ
キ
」
は
、
別
名
、
野
蛮
人
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
も

呼
ば
れ
、
組
合
機
関
の
承
認
を
へ
ず
に
、
現
場
労
働
者
の
下
か
ら
の
突

き
上
げ
に
よ
っ
て
、
白
然
発
生
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
反
資
本
主
義
的
反

乱
で
あ
り
、
労
働
者
た
ち
は
、
労
働
組
合
か
ら
独
立
し
て
、
彼
等
白
身

の
要
求
の
た
め
に
闘
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
山
ね
こ
ス
ト
ラ
イ
キ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

を
も
っ
て
、
六
〇
年
代
の
「
杜
会
的
な
平
和
」
は
終
り
を
告
げ
、
現
在
、

政
府
に
よ
っ
て
、
共
同
決
定
の
拡
大
の
計
画
が
、
杜
会
民
主
党
政
府
の

ゆ
き
づ
ま
り
の
打
開
と
、
労
働
老
階
級
の
反
資
本
主
義
的
傾
向
を
抑
え



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

つ
け
る
た
め
に
出
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
と
ら
え
直
し
て
み
る
時
、
確
か
に
、
労
資
同
数
代
表
制
に
よ
る
一

　
ド
イ
ツ
の
極
左
は
、
　
「
共
同
決
定
の
改
革
は
、
官
僚
主
義
的
労
働
組
　
　
九
五
一
年
の
共
同
決
定
法
は
、
実
質
上
空
洞
化
さ
れ
、
一
九
五
二
年
の

合
の
権
威
の
増
大
、
従
っ
て
労
働
者
階
級
の
真
の
反
資
本
主
義
的
要
求
　
　
経
営
組
織
法
も
、
極
め
て
制
限
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
し
、
一
九
五
九

　
　
（
１
２
）

の
抑
圧
」
で
あ
る
と
し
て
反
対
し
て
い
る
が
、
二
五
年
問
の
共
同
決
定
　
　
年
の
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル
ク
綱
領
に
よ
っ
て
国
家
独
占
資
本
主
義
支
配
体
制

の
実
践
は
、
　
「
参
加
の
形
式
の
不
充
分
さ
や
、
労
働
者
た
ち
の
自
分
た
　
　
の
も
と
へ
の
労
働
者
階
級
の
「
統
合
」
が
、
定
着
し
た
感
が
あ
っ
た
。

ち
の
代
表
や
組
合
に
対
す
る
不
信
と
警
戒
心
を
発
展
さ
せ
た
こ
と
や
、
　
　
　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
改
革
案
は
、
す
で
に
、
一
九
七
三
年
一
月
、

組
合
の
拘
束
、
反
資
本
主
義
的
な
杜
会
意
識
の
め
ざ
め
や
政
治
計
画
の
　
　
ブ
ラ
ソ
ト
政
権
の
も
と
で
、
新
経
営
組
織
法
と
し
て
施
行
さ
れ
、
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

彩
成
を
奨
励
し
た
点
に
お
い
て
評
価
で
き
る
」
も
の
で
あ
ゐ
。
　
　
　
　
　
七
六
年
三
月
に
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
政
権
の
も
と
で
新
共
同
決
定
法
が
制

　
し
か
し
な
が
ら
、
共
同
決
定
は
、
本
質
的
に
１
「
経
営
参
加
」
で
あ
り
、
　
定
さ
れ
て
い
る
。

ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
の
上
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
、
労
働
者
階
級
の
下
　
　
　
こ
れ
ら
二
法
は
、
　
「
基
本
的
に
は
労
働
老
階
級
の
要
求
を
そ
ら
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

か
ら
の
自
主
管
理
の
意
識
の
移
成
に
は
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
た
い
。
　
　
西
ド
ィ
ツ
独
占
資
本
の
支
配
体
制
の
維
持
を
計
ろ
う
と
す
る
も
の
」
で

「
共
同
決
定
の
実
践
は
、
ド
ィ
ッ
労
働
者
の
な
か
の
自
主
管
理
の
意
識
　
　
あ
っ
て
、
コ
ル
ベ
に
ー
よ
れ
ぱ
、
　
「
杜
会
民
主
党
政
府
の
ゆ
き
づ
ま
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

の
形
成
を
、
直
接
す
す
め
た
と
は
言
え
な
い
」
と
い
う
評
価
を
下
し
て
　
　
打
開
と
、
労
働
者
階
級
の
中
の
反
資
本
主
義
的
傾
向
を
抑
え
っ
け
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
に
出
さ
れ
た
も
の
」
で
あ
る
。

　
コ
ル
ベ
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
極
左
と
は
一
線
を
画
し
な
が
ら
も
、
　
　
　
従
っ
て
、
現
在
の
改
革
案
に
対
す
る
評
価
、
さ
ら
に
一
九
五
九
年
以

結
局
、
共
同
決
定
は
、
下
か
ら
の
「
参
加
」
の
た
い
改
良
主
義
で
あ
り
、
　
来
の
統
合
化
さ
れ
た
共
同
決
定
の
実
質
に
つ
い
て
の
批
判
は
、
妥
当
で

労
働
老
階
級
の
下
か
ら
の
自
主
管
理
の
意
識
の
形
成
に
は
プ
ラ
ス
と
な
　
　
あ
っ
て
も
、
戦
前
か
ら
の
歴
史
を
も
つ
労
資
同
数
代
表
制
の
「
共
同
決

っ
て
い
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
」
に
対
す
る
評
価
と
し
て
、
妥
当
性
を
欠
く
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ

　
以
上
の
コ
ル
ペ
論
文
を
、
戦
後
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
の
実
践
に
照
ら
　
　
ち
コ
ル
ペ
は
、
一
九
五
一
年
二
月
一
日
の
ゼ
ネ
ス
ト
の
緕
果
か
ち
と
ら

　
　
　
　
最
近
の
西
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ソ
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
自
主
管
理
運
動
に
つ
い
て
』
　
（
津
島
　
　
　
　
一
六
九
（
六
〇
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
四
号
）

れ
た
人
民
の
闘
争
の
成
果
と
し
て
の
共
同
決
定
の
民
主
的
側
面
を
み
な

い
と
言
う
一
面
的
な
評
価
に
陥
入
っ
て
い
る
。
勿
論
、
既
述
し
た
よ
う

に
、
戦
前
に
お
げ
る
進
歩
的
な
側
面
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、

評
価
は
し
て
も
、
そ
れ
は
「
自
主
管
理
の
希
望
の
向
か
い
火
」
と
し
て

の
抽
象
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
戦
後
の
労
働
者
階
級
の
闘
争
の
産
物
と

し
て
で
は
た
い
。

　
こ
の
こ
と
は
、
二
五
年
間
の
共
同
決
定
の
実
践
を
「
労
働
者
代
表
の

企
業
へ
の
統
合
、
並
び
に
官
僚
主
義
的
労
働
組
合
の
強
化
、
労
働
者
の
彼

ら
の
代
表
者
へ
の
不
信
」
と
み
る
こ
と
、
と
り
わ
げ
、
既
存
の
労
働
組
合

組
織
を
認
め
た
い
、
或
は
否
定
す
る
見
解
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
共
同
決
定
の
内
容
の
評
価
の
違
い
が
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
（
労
働
組
合
総
同

盟
）
及
び
、
　
一
九
六
八
年
キ
ー
ジ
ソ
ガ
ー
政
府
の
も
と
で
合
法
活
動
を

開
始
し
た
Ｄ
Ｋ
Ｐ
（
ド
ィ
ッ
共
産
党
）
と
の
意
見
の
違
い
を
生
み
出
し
て

い
る
と
言
え
よ
う
。

　
Ｄ
Ｇ
Ｂ
は
、
た
と
え
西
ド
イ
ツ
及
び
西
ベ
ル
リ
ソ
の
一
六
の
労
働
組

合
の
統
一
組
織
で
あ
る
と
は
言
え
、
統
一
要
求
と
し
て
は
、
労
資
同
等

の
共
同
決
定
権
を
要
求
し
て
お
り
、
経
営
組
織
法
の
改
正
、
経
営
外
レ

ベ
ル
で
の
国
家
、
州
、
自
治
体
の
経
済
的
諸
決
定
に
お
げ
る
共
同
決
定

を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇
（
六
〇
八
）

　
す
な
わ
ち
、
Ｄ
Ｋ
Ｐ
は
、
共
同
決
定
を
、
　
「
杜
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
」
や
「
階
級
調
和
」
の
手
段
と
し
て
は
と
ら
え
ず
、
民
主
的
権
利

と
統
制
の
た
め
の
闘
争
と
し
て
と
ら
え
て
お
り
、
経
済
生
活
の
す
べ
て

の
部
面
　
　
職
場
、
工
場
、
企
業
　
　
で
の
共
同
決
定
と
民
主
的
規
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
コ
ル
ペ
論
文
と
Ｄ
Ｇ
Ｂ
，
Ｄ
Ｋ
Ｐ
と
の
共
同
決
定
に
対
す
る
評
価
の

違
い
は
、
一
言
で
言
え
ぱ
、
　
「
労
働
組
合
」
の
評
価
の
違
い
に
求
め
ら

れ
よ
う
。

　
前
老
は
、
労
働
組
合
の
意
義
を
過
少
評
価
し
、
既
存
の
政
党
や
労
働

組
織
の
役
割
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
。
従
っ
て
二
五
年
問
に
わ
た
る
共

同
決
定
の
実
践
は
、
官
僚
主
義
的
労
働
組
合
の
強
化
を
ま
ね
い
た
点
で
、

否
定
的
な
評
価
を
与
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
あ
く
ま
で
も
、

既
存
の
労
働
組
合
を
基
盤
に
し
た
真
の
共
同
決
定
法
の
遂
行
の
要
求
を

か
か
げ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
お
い
て
、
一
つ
の
重
要
な
間
題
が
提
起
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
は
、

労
働
運
動
の
前
進
に
と
っ
て
、
既
存
の
政
党
や
労
働
組
合
の
も
つ
役
割

と
意
義
で
あ
る
。

　
ド
イ
ッ
に
お
い
て
も
、
組
合
機
関
の
承
認
を
へ
ず
に
山
ね
こ
ス
ト
ラ

イ
キ
が
発
生
し
、
以
後
、
現
在
ま
で
に
こ
の
種
の
山
ね
こ
ス
ト
ラ
イ
キ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

は
頻
発
し
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
、
闘
争
の
母
体
は
、
職
場
委
員
会
や
　
　
で
押
し
っ
め
ら
れ
る
こ
と
に
た
る
が
、
こ
れ
ら
極
端
な
例
は
別
と
し
て

経
営
協
議
会
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
労
働
組
合
指
導
部
に
対
す
る
批
判
　
　
も
、
こ
れ
ら
の
主
張
の
背
後
に
は
、
現
存
の
右
傾
化
し
た
体
制
内
の
官

が
強
ま
っ
て
お
り
、
職
場
闘
争
を
基
礎
に
し
た
組
合
活
動
の
強
化
が
叫
　
　
僚
主
義
的
労
働
組
合
に
対
す
る
批
判
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

ば
れ
て
い
る
と
言
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
労
働
組
合
の
体
質
改
善
の
要
求
と
あ
い
ま
っ
て
検
討
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
ぬ

　
従
っ
て
、
Ｄ
Ｋ
Ｐ
を
中
心
と
す
る
民
主
勢
カ
の
間
で
も
「
さ
し
あ
た
　
　
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

り
、
組
合
規
約
を
変
更
し
、
職
場
委
員
会
に
対
」
て
、
経
営
に
お
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

基
礎
単
位
と
し
て
の
組
合
政
策
的
地
位
を
与
え
、
そ
の
職
場
委
員
会
を
　
　
　
　
　
　
　
（

と
お
し
て
組
合
と
現
場
労
働
者
と
の
結
合
を
深
め
、
職
場
に
根
ざ
Ｌ
た
　
　
　
次
に
、
フ
ラ
ソ
ス
に
お
げ
る
自
主
管
理
運
動
の
一
っ
の
実
験
例
と
し

　
　
　
　
　
　
（
１
９
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

組
合
活
動
の
強
化
」
が
叫
ぽ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
て
示
さ
れ
る
リ
ツ
プ
労
働
者
の
自
主
管
理
闘
争
の
経
過
を
み
て
み
よ
う
。

　
「
全
労
働
者
の
イ
ニ
シ
ァ
チ
ヴ
と
自
発
性
」
は
、
新
し
い
組
織
彩
態
　
　
　
い
わ
ゆ
る
リ
ツ
プ
の
闘
争
と
は
、
一
九
七
三
年
六
月
十
四
日
、
工
場

を
必
要
と
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
、
コ
ル
ペ
論
文
の
主
旨
　
　
閉
鎖
と
解
雇
に
反
対
し
た
労
働
者
に
よ
る
工
場
の
占
拠
に
始
ま
り
、
翌
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

で
も
あ
り
、
最
近
の
新
し
い
論
調
の
特
徴
で
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
四
年
一
月
二
九
日
「
ド
ー
ル
協
定
」
締
結
ま
で
の
約
九
ケ
月
問

　
既
存
の
組
織
、
特
に
労
働
組
合
に
ょ
ら
な
い
労
働
者
自
身
に
よ
る
労
　
　
に
わ
た
る
労
働
者
の
闘
争
を
さ
す
の
で
あ
る
が
、
闘
争
の
背
景
と
し
て

働
の
機
構
の
主
張
は
、
現
代
自
主
管
理
論
者
り
主
張
に
ー
流
れ
る
共
通
の
　
　
「
フ
ラ
ソ
ス
政
府
の
Ｅ
Ｃ
を
政
策
的
枠
組
み
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
時
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
１
）

要
因
で
あ
り
、
マ
ル
セ
ル
・
ヴ
ィ
レ
ム
は
、
　
『
権
威
と
自
主
管
理
』
に
　
　
工
業
の
再
編
成
を
す
す
め
て
い
る
ス
ィ
ス
の
ト
ラ
ス
ト
の
リ
ッ
プ
ヘ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

お
い
て
、
　
「
集
団
的
権
威
１
１
杜
会
全
体
の
労
働
老
権
力
に
よ
る
掌
握
」
　
　
資
本
参
加
と
合
理
化
、
解
体
政
策
」
が
あ
り
、
リ
ッ
プ
労
働
者
の
閾
争

を
主
張
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
標
は
、
　
「
た
ん
た
る
雇
用
の
確
保
に
止
ま
ら
ず
、
外
国
資
本
に
よ
る

　
ま
た
、
反
「
労
働
組
合
」
の
主
張
が
、
極
端
に
な
れ
ば
、
ミ
ハ
ィ
ロ
　
　
フ
ラ
ソ
ス
経
済
へ
の
浸
透
と
そ
れ
を
是
認
し
て
い
る
政
府
の
産
業
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
）

・
マ
ル
コ
ヴ
イ
ッ
チ
の
よ
う
に
、
反
官
僚
、
反
杜
会
主
義
の
主
張
に
ま
　
　
を
転
換
さ
せ
阻
止
す
る
こ
と
」
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
　
「
労
働
者
の
組

　
　
　
　
最
近
の
西
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ソ
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
自
主
管
理
運
動
に
つ
い
て
」
　
（
津
島
　
　
　
　
一
七
一
（
六
〇
九
）



　
　
　
　
立
命
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経
済
学
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第
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十
五
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第
四
号
）

合
所
属
の
違
い
を
越
え
た
団
結
を
基
礎
に
し
て
、
工
場
の
自
主
的
運
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
６
）

と
い
う
砂
態
を
と
っ
た
こ
と
」
に
そ
の
独
自
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
こ
こ
に
お
い
て
も
、
闘
争
の
母
体
と
し
て
、
従
来
よ
り
の
「
企
業
委

員
会
」
及
び
「
従
業
員
代
表
制
度
」
に
加
え
て
、
行
動
委
員
会
、
支
援

委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
多
数
の
労
働
組
合
、
団
体
、
政
党
、
文
化
、
民

主
団
体
が
参
加
し
て
、
工
場
の
「
永
続
的
な
占
拠
」
、
工
場
の
「
自
主

的
運
営
」
に
よ
る
「
違
帯
販
売
」
「
自
主
賃
金
」
の
支
払
い
が
、
七
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
７
）

の
常
設
委
員
会
の
設
置
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
と
聞
く
が
、
何
よ
り

注
目
す
べ
き
は
、
Ｃ
Ｇ
Ｔ
金
属
労
連
の
提
案
が
、
民
主
的
変
革
を
展
望

す
る
な
か
で
、
ま
た
共
同
政
府
綱
領
の
内
容
を
実
現
す
る
な
か
で
、

「
国
民
的
合
意
の
え
ら
れ
る
解
決
策
」
と
し
て
出
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

　
Ｃ
Ｇ
Ｔ
金
属
労
連
の
提
案
と
は
、
労
働
組
合
と
し
て
の
独
自
の
解
決

策
を
打
ち
出
し
、
政
府
に
対
し
て
政
策
転
換
を
要
求
し
た
も
の
で
あ
り
、

二
つ
の
方
向
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
民
主
的
国
有
化
、
左
翼

共
同
綱
領
に
も
と
づ
く
「
民
主
的
政
府
の
参
加
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ

は
、
あ
ら
ゆ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
勤
労
者
に
よ
る
「
真
の
参
加
を
と
も
な

う
企
業
の
民
主
的
管
理
」
で
あ
る
。

　
結
局
、
九
ケ
月
間
に
わ
た
る
こ
の
闘
争
は
、
一
九
七
四
年
一
月
二
四

目
の
「
ド
ー
ル
協
定
」
の
締
結
に
よ
り
、
オ
ル
ナ
ソ
エ
場
の
操
業
が
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
二
（
六
一
〇
）

始
さ
れ
、
旧
リ
ッ
プ
杜
の
七
八
パ
ー
セ
ソ
ト
を
占
め
て
い
た
時
計
製
造

部
門
は
維
持
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
闘
争
は
一
応
の
成
果
を
み
た
と
言

え
る
で
あ
ろ
う
。

　
勿
論
、
こ
こ
に
は
リ
ッ
プ
の
闘
争
彩
態
に
つ
い
て
の
Ｃ
Ｇ
Ｔ
と
Ｃ
Ｆ

　
　
　
　
　
（
２
８
）

Ｄ
Ｔ
と
の
論
争
が
あ
り
、
資
本
、
経
営
老
側
の
法
的
措
置
に
対
す
る
労

働
者
管
理
と
い
う
彩
態
の
有
効
性
の
間
題
、
工
場
の
自
主
的
運
営
と
い

う
場
合
の
生
産
手
段
や
原
料
及
び
資
金
の
調
達
の
面
、
資
本
の
側
の
彩

態
な
ど
、
解
明
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
種
々
の
問
題
点
を
含
ん
で
い
み
が
、

こ
の
闘
争
に
は
、
フ
ラ
ソ
ス
労
働
運
動
の
将
来
の
展
望
に
か
か
わ
る
課

題
、
す
た
わ
ち
、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
や
杜
会
党
の
主
張
す
る
労
働
者
に
よ
る

「
自
主
管
理
」
杜
会
か
、
そ
れ
と
も
Ｃ
Ｇ
Ｔ
や
フ
ラ
ソ
ス
共
産
党
の
主

張
す
る
民
主
的
政
府
に
よ
る
民
主
的
管
理
と
企
業
の
自
律
的
管
理
か
、

と
い
う
二
つ
の
路
線
の
相
旭
が
、
闘
争
の
過
程
で
激
し
く
露
呈
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。

　
自
主
管
理
を
め
ぐ
る
フ
ラ
ソ
ス
杜
会
党
と
共
産
党
と
の
論
争
に
つ
い

て
、
以
前
か
ら
、
真
の
自
主
管
理
を
主
張
す
る
イ
ヴ
オ
ソ
・
ブ
ル
デ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
９
）

最
近
、
次
の
よ
う
な
論
評
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
ブ
ル
デ
は
、
モ
テ
と
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ヌ
マ
ソ
に
よ
る
二
つ
の
論
文
の

紹
介
を
し
な
が
ら
、
つ
ま
り
、
モ
テ
に
よ
る
、
人
類
の
歴
史
の
発
展
段



階
に
お
げ
る
考
察
、
す
た
わ
ち
、
第
一
、
労
働
者
の
道
具
や
原
料
に
対
　
　
　
杜
共
両
党
を
批
判
し
、
真
の
白
主
管
理
は
自
己
の
立
場
に
あ
る
と
主

す
る
が
か
わ
り
の
段
階
、
第
二
、
労
働
者
の
間
の
協
力
、
共
同
作
業
の
　
　
張
す
る
ブ
ル
デ
の
立
場
は
、
結
局
、
　
「
共
同
政
府
綱
領
」
に
も
と
づ
く

段
階
、
第
三
、
工
場
に
お
け
る
集
団
的
管
理
の
段
階
、
第
四
、
企
業
、
　
　
　
「
左
翼
連
合
」
の
も
と
に
結
集
し
た
フ
ラ
ソ
ス
労
働
者
階
級
の
統
一
戦

第
五
、
杜
会
組
織
全
体
に
ょ
る
杜
会
全
体
の
管
理
の
段
階
を
あ
げ
、
　
　
線
の
旗
の
下
に
は
な
く
、
従
っ
て
、
そ
の
一
翼
を
担
う
勢
力
で
は
な
い

く
下
か
ら
の
Ｖ
自
主
管
理
を
主
張
す
る
モ
テ
と
、
国
家
の
変
革
に
よ
る
　
　
こ
と
が
、
明
ら
か
と
な
る
の
で
あ
る
。

〈
上
か
ら
の
Ｖ
自
主
管
理
を
主
張
す
る
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ヌ
マ
ン
の
見
解
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘗

を
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
最
近
の
諸
政
党
の
「
自
主
管
理
へ
の
接
近
」
を

と
り
あ
げ
て
、
次
の
よ
う
に
の
べ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
に
、
ア
メ
リ
ヵ
に
お
げ
る
最
近
の
新
し
い
自
主
管
理
運
動
に
っ
い

　
『
共
同
綱
領
』
は
、
〈
権
力
を
と
る
Ｖ
た
め
に
有
益
で
あ
る
が
、
フ
　
　
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
１
）

ラ
ン
ス
共
産
党
の
自
主
管
理
へ
の
改
心
の
意
味
に
っ
い
て
質
問
す
る
必
　
　
　
ヴ
ァ
ネ
ー
ク
は
、
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

要
は
な
い
か
。
い
わ
く
、
共
産
党
は
、
自
主
管
理
的
杜
会
主
義
と
民
主
　
　
　
「
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国
で
は
、
労
働
者
が
企
業
の
統
制
を
と
る
こ
と
が

主
義
的
管
理
と
を
混
同
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
ぎ
る
と
言
う
思
想
は
、
ま
だ
ユ
ー
ト
ピ
ァ
に
留
ま
っ
て
い
る
。
自
主

　
ま
た
、
杜
会
党
は
「
自
主
管
理
が
、
非
能
率
的
制
度
で
あ
る
」
と
一
言
　
　
管
理
の
領
域
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
遅
れ
は
、
労
働
組
合
が
、
賃
金
の

い
な
が
ら
、
自
主
管
理
の
方
向
に
進
む
こ
と
は
、
自
滅
で
は
な
い
の
か
、
　
増
大
や
労
働
条
件
の
改
良
に
の
み
と
ら
わ
れ
て
、
長
期
の
展
望
を
も
た

と
問
い
な
が
ら
、
　
「
杜
会
党
は
、
自
主
管
理
を
宣
言
す
る
が
、
杜
会
党
　
　
な
い
こ
と
に
あ
る
。
」

の
政
府
綱
領
に
お
け
る
、
多
数
の
労
働
者
の
共
同
管
理
の
直
接
の
履
行
　
　
　
ま
た
、
プ
ル
ェ
と
コ
ル
ペ
に
よ
る
「
紹
介
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
０
）

に
か
か
わ
る
点
で
、
他
の
杜
会
主
義
政
党
よ
り
も
立
ち
遅
れ
て
い
る
」
　
　
主
管
理
と
は
？
」
の
な
か
で
も
、
次
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
革
命
的
塗
言
辞
と
、
縮
小
さ
れ
た
実
践
と
の
間
の
距
離
は
何
を
意
味
　
　
　
　
「
ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
労
働
運
働
、
杜
会
主
義
運
動
が
、
広
く
反
民

す
る
か
」
と
、
暗
に
杜
会
党
の
綱
領
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
族
主
義
運
動
、
学
生
、
青
年
運
動
、
反
戦
運
動
、
掃
人
の
自
由
の
た
め

　
　
　
　
最
近
の
西
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ソ
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
白
主
管
理
運
動
に
つ
い
て
（
津
島
）
　
　
　
　
　
一
七
三
（
六
一
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
四
号
）

の
運
動
を
包
含
し
次
が
ら
も
、
労
働
者
階
級
に
根
を
も
っ
て
い
な
い
の

は
、
ア
メ
リ
ヵ
の
労
働
組
合
が
自
主
管
理
を
支
持
し
て
い
な
い
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
（
３
２
）

そ
の
原
因
が
あ
る
。
」

　
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
上
か
ら
の
統
制
が
き
び
し
く
、
独
占
資
本
へ

の
統
合
の
性
格
を
お
び
た
新
共
同
決
定
法
、
新
経
営
組
織
法
が
、
労
働

者
階
級
の
要
求
を
そ
ら
し
、
独
占
資
本
の
支
配
体
制
の
維
持
を
は
か
ろ

う
と
す
る
意
図
の
も
の
に
制
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
逆
に
言

え
は
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
（
ド
ィ
ツ
労
働
組
合
総
同
盟
）
を
中
心
と
し
た
労
働
組
合
運

動
が
、
強
力
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
の
語
っ
て
い
る
生
言
え
よ

う
。　

フ
ラ
ソ
ス
に
お
い
て
は
勿
論
、
政
党
や
労
働
組
合
が
、
未
来
の
杜
会

主
義
像
と
し
て
自
主
管
理
を
展
望
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ

に
お
い
て
は
、
逆
に
労
働
組
合
が
長
期
の
展
望
を
も
た
ず
、
自
主
管
理

を
支
持
し
て
い
な
い
、
或
は
全
く
の
無
関
心
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

自
主
管
理
運
動
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
の
指
摘
は
、
労
働
組

合
運
動
の
発
展
と
、
自
主
管
理
運
動
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
一
つ
の
示

唆
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
従
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
自
主
管
理
運
動
と
し
て
は
歴
史
も
浅
く
二

年
程
ま
え
か
ら
、
大
学
内
の
ラ
ジ
カ
リ
ス
ト
の
運
動
に
留
ま
っ
て
い
る

一
七
四
（
六
一
二
）

の
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
新
左
翼
に
よ
る
現
代
経
済
学
、
　
「
反
官
学
、
反
正
統
派
マ

　
　
　
　
（
３
３
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
拠
）

ル
ク
ス
主
義
」
で
あ
り
、
新
古
典
派
理
論
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
「
自
主
管
理
の
た
め
の
人
民
」
の
運
動
は
、
小
規
模

だ
が
急
速
に
発
展
し
、
二
つ
の
国
際
会
議
を
開
く
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
５
）

　
デ
ス
ロ
ー
リ
ェ
に
よ
れ
ぽ
、
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国
に
お
げ
る
自
主
管
理

に
っ
い
て
の
二
っ
の
国
際
会
議
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
第
一
回
は
、
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
ケ
ソ
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
、
四
〇
〇
名
参
加
の
も

と
に
開
催
さ
れ
、
第
二
回
は
、
一
年
後
の
一
九
七
五
年
六
月
、
六
、
七
、

八
の
三
目
問
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
で
七
〇
〇
名
の
参

加
の
も
と
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
６
）

　
第
二
回
め
の
国
際
会
議
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
問
題
と
た
っ
た
。

　
第
一
は
、
市
場
の
概
念
の
問
題
の
再
燃
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ネ
ー
ク
は
、

市
場
と
杜
会
主
義
と
を
両
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
他
の
多
く
の
参
加

者
は
、
二
つ
の
概
念
の
両
立
に
疑
間
を
抱
い
た
。

　
す
な
わ
ち
、
　
「
統
制
さ
れ
た
市
場
は
、
ま
だ
市
場
と
言
え
る
の
か
？

質
的
な
飛
躍
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？
　
市
場
を
、
権
威
的
で
た
い
中
央

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
７
）

の
計
画
に
よ
っ
て
お
き
か
え
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
杜
会

主
義
に
と
っ
て
基
本
的
な
問
題
が
、
討
議
さ
れ
た
こ
と
は
有
意
義
で
あ



っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
方
に
お
い
て
、
ベ
ル
マ
ン
論
文
は
次
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
９
）

　
第
二
に
、
・
マ
ル
ク
ス
主
義
に
と
っ
て
の
個
人
の
意
味
の
重
要
性
が
論
　
　
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。

議
さ
れ
、
　
「
大
部
分
の
人
々
は
、
階
級
闘
争
と
自
主
管
理
と
の
仲
の
悪
　
　
　
　
「
補
強
板
産
業
に
お
け
る
労
働
者
協
同
組
合
」
の
歴
史
は
、
半
世
紀

さ
に
驚
か
な
い
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
の
歴
史
を
も
っ
古
い
も
の
で
あ
る
と
、
ベ
ル
マ
ン
は
次
の
よ
う
に

　
第
三
に
、
労
働
の
官
僚
的
機
構
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
、
さ
い
ご
に
、
　
　
の
べ
て
い
る
。

自
主
管
理
は
「
ど
の
階
層
に
基
盤
を
お
く
の
か
」
と
い
う
問
題
が
提
起
　
　
　
　
「
太
平
洋
の
北
西
側
で
は
、
補
強
板
の
一
八
の
工
場
労
働
者
が
、
企

さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
を
所
有
し
、
管
理
に
－
っ
い
て
の
直
接
の
統
制
を
行
使
す
る
。
各
々
の

　
自
主
管
理
が
、
真
に
変
化
を
産
み
出
す
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
労
働
者
、
　
メ
ン
バ
ー
が
、
職
務
や
投
資
に
か
か
わ
る
決
定
の
発
言
権
や
監
督
者
の

救
伽
貧
民
（
、
四
吻
。
り
茸
似
。
。
８
邑
）
、
婦
人
、
少
数
者
の
観
点
か
ら
発
展
す
　
　
選
定
や
操
作
を
監
督
す
る
役
目
に
お
い
て
、
平
等
に
参
加
す
る
。
連
合

べ
き
で
あ
っ
て
、
恵
ま
れ
た
層
に
基
盤
を
お
く
の
な
ら
ぼ
、
何
を
変
革
　
　
し
た
労
働
者
た
ち
は
、
あ
ら
ゆ
る
利
益
に
っ
い
て
の
権
利
を
も
ち
、
不

す
る
の
か
不
明
と
な
る
、
と
デ
ス
ロ
ー
リ
一
は
主
張
す
る
。
　
　
足
額
を
負
担
す
る
の
で
あ
ぎ

　
ま
た
「
精
神
労
働
者
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
は
、
も
は
や
空
虚
な
言
葉
　
　
　
ベ
ル
マ
ソ
は
・
　
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
加
工
業
に
お
い
て
、
労
働
者

で
は
な
い
。
ヵ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
で
も
、
大
学
卒
業
者
の
半
分
が
失
業
　
　
の
協
同
組
合
は
無
数
に
は
存
在
せ
ず
・
補
強
板
産
業
に
お
い
て
特
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
８
）

キ
し
、
職
が
な
く
て
職
を
み
つ
げ
る
の
に
六
ケ
月
以
上
か
か
る
」
と
、
の
　
　
労
働
者
の
協
同
組
合
が
最
初
か
ら
重
要
な
部
門
を
占
め
て
い
る
の
で
あ

べ
て
い
る
こ
と
は
、
資
本
主
義
国
一
般
に
み
ら
れ
る
失
業
者
数
の
増
大
　
　
る
」
と
の
べ
、
労
働
者
協
同
組
合
の
歴
史
的
な
形
成
過
程
や
、
働
き
具

の
事
実
と
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
と
「
高
学
歴
、
若
年
齢
層
の
失
業
」
間
　
　
合
の
考
察
を
お
こ
た
っ
た
上
で
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
導
き
出
し
て
い

題
と
し
て
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
自
主
管
理
運
動
と
は
、
二
年
ほ
　
　
　
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国
に
お
け
る
補
強
板
協
同
組
合
の
労
働
者
た
ち
は
、

ど
前
か
ら
の
一
部
ラ
ジ
カ
リ
ス
ト
に
よ
る
自
然
発
生
的
な
性
格
を
お
び
　
　
労
働
機
構
の
改
善
や
、
一
企
業
の
生
産
力
を
示
し
た
上
で
、
　
「
生
産
者
た

　
　
　
　
最
近
の
西
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ソ
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
自
主
管
理
運
動
に
つ
い
て
（
津
島
）
　
　
　
　
　
一
七
五
（
六
二
二
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
・

ち
の
自
已
支
配
（
自
治
）
や
、
労
働
に
お
げ
る
民
主
主
義
を
教
え
る
こ
と

が
で
き
て
、
　
”
参
加
〃
を
最
大
限
迄
高
め
、
仕
事
を
人
問
ら
し
く
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
１
）

収
入
の
平
等
を
保
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
証
明
を
与
え
た
」
の

で
あ
る
。

　
同
時
に
彼
等
は
、
　
「
生
産
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
由
に
し
て
、
手
の
熟

練
や
手
工
業
を
発
展
さ
せ
る
能
力
」
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら

の
結
果
は
、
　
「
革
命
理
論
や
組
合
及
び
政
治
的
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
の
援
助

な
し
に
、
ま
た
政
府
機
関
や
私
的
資
本
や
、
労
働
組
合
の
最
小
の
援
助

も
な
く
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
こ
れ
こ
そ
、
自
然
発
生
性
に
も
と

づ
い
た
、
下
か
ら
の
自
主
管
理
の
実
践
で
あ
る
と
、
ベ
ル
マ
ソ
は
強
調

す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
働

　
以
上
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ソ
ス
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
最
近
の
自
主
管

理
運
動
の
概
賂
を
紹
介
し
、
若
干
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
４
２
）

　
既
述
し
た
よ
う
に
、
　
「
自
主
管
理
」
と
い
う
語
は
、
一
九
六
〇
年
代

の
産
物
で
あ
り
、
ユ
ー
ゴ
を
除
い
た
資
本
主
義
諸
国
に
お
い
て
は
、
特

に
一
九
六
八
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
五
月
闘
争
以
来
、
こ
こ
数
年
に
わ
た
っ

て
展
開
さ
れ
て
い
る
新
し
い
動
き
で
あ
る
が
、
　
「
自
主
管
理
」
の
原
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
六
（
六
一
四
）

に
っ
い
て
は
、
各
国
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
古
い
歴
史
的
実
践
の
経
験
を
も

っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
ド
イ
ッ
に
お
け
る
共
同
決
定
法
は
、
戦
前
か
ら
の
古
い
歴
史
を
も
つ

も
の
で
あ
り
、
フ
ラ
ソ
ス
に
お
い
て
も
、
か
つ
て
、
フ
ー
リ
ェ
主
義
者

で
あ
る
ゴ
ダ
ソ
は
、
一
八
五
九
年
に
「
フ
ァ
ミ
リ
ス
テ
ー
ル
・
ド
・
ギ

ー
ズ
」
と
称
す
る
協
同
組
合
組
織
の
宏
壮
な
杜
会
的
建
物
「
バ
レ
ー
・

ソ
シ
ァ
ル
」
を
構
築
し
、
一
八
八
○
年
に
は
、
こ
の
工
場
を
労
働
者
た

ち
に
譲
渡
し
て
、
そ
れ
を
完
全
な
労
働
者
生
産
組
合
に
改
組
し
よ
う
と

し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
実
験
は
、
一
八
八
○
年
か
ら
一
九
一
三
年
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
３
）

の
三
三
年
問
に
わ
た
っ
て
続
げ
ら
れ
た
と
言
う
歴
史
的
事
実
が
あ
る
。

　
同
様
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
補
強
板
産
業
に
お
げ
る
労
働
者

協
同
組
合
は
、
半
世
紀
の
歴
史
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
　
「
自
主
管
理
」
思
想
の
原
型
は
、
各
国
に
お
い
て
古

い
歴
史
的
実
験
や
産
物
を
生
ん
で
い
る
が
、
現
代
国
家
独
占
資
本
主
義

段
階
に
お
げ
る
労
働
者
と
資
本
家
と
の
階
級
対
立
の
場
に
お
け
る
、
下

か
ら
の
、
労
働
者
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
と
自
発
性
に
も
と
づ
く
自
主
管
理

運
動
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
産
物
で
あ
り
、
現
代
労
働
運
動
に
お
け
る

新
し
い
波
と
し
て
、
次
第
に
そ
の
意
義
を
高
め
つ
つ
あ
る
と
言
え
よ
う
。



ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
、
労
働
者
の
生
　
　
　
　
　
　
イ
ツ
に
ー
お
げ
る
共
同
決
定
制
度
を
指
し
て
お
り
、
ド
ィ
ツ
語
で
は
、

産
協
同
組
合
と
・
白
主
管
理
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
・
今
後
の
課
題
と
　
　
　
　
　
竃
亭
。
。
。
饒
昌
昌
一
づ
・
。
と
な
る
。
ま
た
・
フ
ラ
ソ
ス
の
自
主
管
理
と
の
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
応
で
み
れ
ぱ
、
ｏ
っ
筆
弩
胃
量
巨
畠
と
荏
る
筈
で
あ
る
。
以
下
、
一
本
稿

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
、
コ
ル
ペ
の
言
う
「
共
同
管
理
」
と
は
、
内
容
的
に
「
共
同
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
六
年
九
月
三
十
日
脱
稿
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
共
同
決
定
」
の
訳
語
に
統
一
す
る
。
勿
論
、

　
　
（
１
）
雑
誌
『
経
済
』
創
刊
一
五
〇
号
記
念
、
特
大
号
は
、
特
集
「
経
済
民
　
　
　
　
　
　
コ
ル
ペ
は
、
共
同
決
定
法
を
含
め
た
共
同
管
理
を
問
題
に
し
て
い
る
の

　
　
　
　
主
主
義
の
た
め
に
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
（
新
日
本
出
版
杜
、
一
九
七
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
が
、
概
念
の
混
乱
を
避
げ
る
た
め
に
統
一
す
る
ま
で
で
あ
る
。

　
　
　
　
六
年
一
〇
月
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）
巨
３
？
套

　
　
（
２
）
本
稿
は
、
フ
ラ
ソ
ス
に
お
い
て
、
一
九
六
六
年
以
来
、
発
刊
さ
れ
て
　
　
　
　
（
５
）
共
同
決
定
法
た
ら
び
に
経
営
組
織
法
の
機
構
に
っ
い
て
は
、
以
下
の

　
　
　
　
い
る
世
界
の
自
主
管
理
に
関
す
る
研
究
を
集
録
し
て
い
る
雑
誌
『
自
主
　
　
　
　
　
　
論
文
に
、
図
解
と
解
説
が
あ
る
。
前
川
恭
二
『
西
ド
ィ
ッ
の
共
同
決
定

　
　
　
　
管
理
と
杜
会
主
義
』
の
最
近
号
、
主
と
し
て
一
九
七
五
年
三
月
～
六
月
　
　
　
　
　
　
制
度
と
労
働
運
動
の
間
題
』
「
経
済
」
一
九
七
六
年
一
〇
月
号
、
一
五

　
　
　
　
発
行
の
第
三
〇
～
三
一
号
と
、
一
九
七
五
年
六
月
～
十
月
発
行
の
第
三
　
　
　
　
　
　
〇
号
、
二
三
二
ぺ
ー
考
な
お
コ
ル
ベ
論
文
と
前
川
論
文
と
は
偶
然
た

　
　
　
　
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
諸
論
文
を
中
心
に
紹
介
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
．
　
　
　
　
　
が
ら
内
容
的
に
一
致
す
る
時
期
を
扱
っ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
前
川

　
　
　
　
従
っ
て
限
ら
れ
た
資
料
の
中
だ
げ
で
の
論
評
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
　
　
　
　
　
　
論
文
に
１
依
拠
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
・
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
　
　
　
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
（
声
、
一
。
・
ｑ
。
。
。
戌
。
箏
。
け
。
。
。
。
｝
凹
－
。
。
阜
岩
９
・
。
ｏ
　
　
　
　
（
６
）
　
進
歩
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
コ
ル
ベ
は
－
声
く
ぎ
８
邑
や
『

　
　
　
　
～
ｏ
．
Ｈ
・
峯
凹
、
。
。
、
－
一
一
。
お
司
オ
９
。
。
ド
ー
自
｝
目
．
。
。
け
。
げ
、
。
お
事
）
特
に
・
　
　
　
　
　
向
豪
ｑ
の
論
文
に
依
拠
し
つ
つ
、
「
自
主
管
理
の
希
望
の
向
か
い
火
」

　
　
　
　
西
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
は
、
西
ド
イ
ツ
の
共
同
管
理
に
つ
い
て
の
ぺ
た
コ
　
　
　
　
　
た
い
し
「
企
業
管
理
へ
の
直
接
の
参
加
」
と
た
り
え
た
と
し
て
評
価
し

　
　
　
　
ル
ペ
論
文
の
紹
介
だ
げ
で
は
、
不
充
分
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
て
、
　
　
　
　
　
て
い
る
。
婁
ｅ
や
夷

　
　
　
　
西
ド
イ
ツ
の
共
同
管
理
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
研
究
は
、
後
日
に
期
し
　
　
　
　
（
７
）
　
○
◎
｛
易
ず
ｏ
島
綱
領
は
、
．
別
名
「
杜
会
民
主
党
の
自
己
放
棄
の
文
書
」

　
　
　
　
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
曽
戸
わ
れ
、
生
産
手
段
の
私
的
所
有
を
是
認
し
、
国
家
独
占
資
本
主
義

　
　
（
３
）
○
－
く
｝
。
、
Ｏ
◎
昌
早
、
帽
、
。
。
夢
目
。
け
。
嵩
ま
房
昌
９
呂
～
。
一
、
、
芋
　
　
　
　
　
　
的
支
配
体
制
の
も
と
へ
の
労
働
者
階
級
の
統
合
を
め
ざ
し
た
も
の
と
言

　
　
　
　
〇
一
、
。
。
。
け
ｏ
。
、
。
。
ｏ
。
。
｛
、
、
。
。
｛
、
－
四
、
。
ｑ
。
乙
。
饒
。
箏
。
箏
ト
目
。
昌
凹
。
ｑ
。
。
黒
苧
　
　
　
　
　
　
う
評
価
を
受
げ
て
い
る
。
（
曇
ｅ
ｐ
事
前
掲
、
前
川
論
文
、
二
一
二

　
　
　
　
小
轟
一
９
凹
巨
◎
０
ｑ
易
饒
◎
箏
９
０
。
◎
Ｏ
庁
茅
昌
・
岩
◎
・
Ｏ
Ｏ
◎
～
Ｃ
Ｏ
Ｈ
・
冒
～
易
．
－
巳
■
　
　
　
　
　
　
八
ぺ
－
ジ
）

　
　
　
　
Ｈ
竃
９
り
Ｐ
記
～
８
な
お
、
コ
ル
ペ
は
共
同
管
理
８
。
・
易
↓
－
９
と
い
う
　
　
　
　
（
８
）
　
巨
３
り
・
ｏ
・
９

　
　
　
　
語
を
使
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
共
同
管
理
の
内
容
は
、
実
質
上
、
西
ド
　
　
　
　
（
９
）
曇
｛
二
や
ｏ
◎
閉
・

　
　
　
　
最
近
の
西
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
自
主
管
理
運
動
に
つ
い
て
（
津
島
）
　
　
　
　
一
七
七
（
六
一
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
四
号
）

（
１
０
）
　
亭
鼻
一
〇
』
〇
一

（
ｕ
）
　
コ
ル
ペ
論
文
の
執
筆
時
は
、
一
九
七
五
年
三
月
以
前
で
あ
っ
て
、
こ

　
　
の
一
年
後
、
一
九
七
六
年
三
月
に
、
新
共
同
決
定
法
が
制
定
さ
れ
て
い

　
　
る
。
新
経
営
組
織
法
も
、
一
九
七
二
年
一
月
か
ら
、
ブ
ラ
ソ
ト
政
権
の

　
　
も
と
で
施
行
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
げ
る
改
革
案
と
は
、
こ
れ
ら
二

　
　
法
を
さ
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
新
し
い
共
同
決
定
法
に
つ

　
　
い
て
は
、
「
海
外
労
働
経
済
月
報
」
第
２
６
巻
第
２
号
一
九
七
六
年
第
三

　
　
〇
一
号
、
ニ
ハ
ベ
ー
ジ
か
ら
二
ニ
ベ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
、
異

　
　
な
る
角
度
か
ら
で
は
あ
る
が
、
次
の
文
献
に
紹
介
が
あ
る
。
「
西
独
に

　
　
新
し
い
共
同
決
定
法
」
筒
井
義
男
「
五
十
年
を
か
げ
た
共
同
決
定
権
」

　
　
（
同
盟
、
一
九
七
六
年
五
月
号
）
「
西
独
、
新
共
同
決
定
法
の
内
容
」
（
同

　
　
盟
、
一
九
七
六
年
六
月
号
所
収
）

（
１
２
）
ま
汗
Ｐ
。
。
り
．
ジ
ヨ
ー
ゼ
フ
；
・
レ
ー
（
ア
メ
リ
カ
ソ
大
学
経
済
学

　
　
部
教
授
）
は
、
「
欧
州
労
働
者
の
経
営
参
加
」
の
な
か
で
、
西
ド
イ
ツ

　
　
に
ふ
れ
、
「
組
合
は
、
極
左
勢
力
が
直
接
の
労
働
者
の
民
主
主
義
を
求

　
　
め
る
要
求
を
、
資
本
主
義
と
労
働
組
合
官
僚
主
義
を
二
つ
と
も
切
り
く

　
　
ず
す
手
段
と
し
て
逆
用
し
よ
う
と
し
た
態
度
に
驚
き
あ
わ
て
て
い
る
」

　
　
と
、
の
べ
て
い
る
。
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
目
本
協
議
会
一
九
七
五
年
第
六
号
、
五

　
　
ニ
ベ
ー
ジ
）

（
１
３
）
　
亭
鼻
一
〇
』
ｏ
．

（
１
４
）
　
亭
鼻
一
Ｐ
ｏ
．
ｏ
．

（
１
５
）
前
掲
、
前
川
論
文
、
二
四
三
べ
－
ジ
。

（
１
６
）
　
亭
鼻
一
Ｐ
ｃ
．
ｏ
．

（
１
７
）
　
Ｄ
Ｋ
Ｐ
の
要
求
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
前
川
論
文
、
三
二
九
べ
－
ジ

　
　
以
下
参
照
の
こ
と
。

一
七
八
（
六
一
六
）

（
１
８
）
前
掲
、
前
川
論
文
、
二
四
一
ぺ
ー
ジ
。

（
１
９
）
　
同
上
、
二
四
ニ
ベ
ー
ジ
。

（
２
０
）
勿
論
、
以
上
の
展
開
は
フ
ラ
ソ
ス
の
自
主
借
理
論
者
オ
リ
ヴ
ィ
エ
・

　
　
コ
ル
ベ
論
文
を
手
が
か
り
に
し
た
西
ド
イ
ツ
共
同
決
定
制
度
に
対
す
る

　
　
ほ
ん
の
一
小
部
分
の
評
価
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

（
２
１
）
　
竃
胃
８
－
ミ
自
ｏ
冒
。
。
一
ミ
四
９
冒
ま
９
彗
ざ
旧
易
饒
◎
冒
一
、
、
”
巨
◎
閑
易
匡
◎
箏

　
　
黒
ｏ
ｏ
ｏ
９
』
易
８
　
呂
胃
。
箏
－
旨
庄
Ｈ
ｏ
畠
一
老
◎
ｏ
ｏ
◎
～
ｏ
。
－
ｏ
り
艶
～
ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

（
２
２
）
　
峯
旨
注
一
◎
冒
胃
ぎ
ま
Ｐ
－
易
ｏ
◎
巨
量
邑
ｏ
饒
ｏ
易
巨
冨
昌
易
口
易
陣
９
．
ｏ

　
　
甘
８
易
撃
巨
｛
◎
箏
ｏ
口
◎
ｏ
鼠
－
ｏ
・
試
一
～
巨
◎
ぴ
９
易
饒
◎
箏
ｇ
ｏ
ｏ
◎
ｑ
～
尿
目
一
　
峯
胃
ｏ
ｏ
－

　
　
旨
ぎ
Ｈ
竃
９
オ
９
ｏ
。
◎
～
ｏ
。
－
り
ｐ
お
～
～
印

（
２
３
）
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
左
記
の
文
献
に
依
拠
し
た
。
小
山
修
「
フ
ラ

　
　
ソ
ス
」
Ｉ
Ｐ
労
働
者
の
自
主
管
理
闘
争
に
つ
い
て
」
明
治
大
学
経
営
学

　
　
研
究
所
、
経
営
論
集
、
第
二
三
巻
第
一
号
、
昭
和
五
〇
年
九
月
発
行
。

（
２
４
）
　
同
掲
書
、
二
二
八
ぺ
ー
ジ
。

（
２
５
）
　
同
上
、
一
三
八
べ
－
ジ
。

（
２
６
）
　
同
上
、
一
三
八
べ
ー
ジ
。

（
２
７
）
　
同
上
、
一
五
ニ
ベ
ー
ジ
。

（
２
８
）
　
同
上
、
二
二
九
べ
ー
ジ
。

（
２
９
）
　
｝
く
８
団
◎
弓
宗
け
　
－
，
竃
け
畠
易
ま
目
づ
。
蜆
一
＞
巨
◎
落
冒
『
合
胃
彗
－

　
　
罫
巨
Ｖ
昌
含
胃
９
－
罫
。
・
Ｖ
～
一
Ｐ
暮
◎
帽
置
－
；
¢
二
◎
Ｏ
邑
涼
８
一
冒
～
易
－

　
　
－
巨
■
岩
富
一
岩
９
◎
ｏ
◎
～
ｏ
ｏ
－
ｏ
ｐ
胃
～
Ｈ
◎
ド

（
３
０
）
曇
｝
署
．
Ｈ
畠
～
Ｈ
芦
　
こ
の
論
文
の
執
筆
時
は
、
一
九
七
五
年
三

　
　
月
以
前
で
あ
っ
て
、
そ
の
直
後
に
フ
ラ
ソ
ス
杜
会
党
の
全
国
大
会
が
開

　
　
か
れ
、
自
主
管
理
一
五
の
テ
ー
ゼ
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
ブ
ル
デ
の
言

　
　
う
こ
の
不
充
分
た
点
が
、
ど
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
て
い
る
の
か
は
、
こ



（
３
１
）

（
３
２
）

（
３
３
）

（
３
４
）

（
３
５
）

（
３
６
）

れ
以
後
の
論
調
を
み
た
い
と
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
杜
共
の
自
主
管
理
　
　
　
　
（
３
７
）

論
争
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
参
照
の
こ
と
。
「
現
代
フ
ラ
ソ
ス
に
お
け
る
　
　
　
　
（
３
８
）

自
主
管
理
論
と
プ
ル
ー
ド
ソ
」
（
『
杜
会
主
義
的
所
有
と
管
理
』
立
命
館
　
　
　
　
（
３
９
）

大
学
人
文
叢
書
、
（
有
斐
閣
）
所
収
、
二
一
二
七
～
二
七
五
ぺ
ー
ジ

　
ー
胃
易
Ｈ
署
く
彗
Ｏ
ぎ
Ｈ
暮
８
｛
貝
９
◎
Ｐ
○
目
彗
易
二
．
竃
ざ
帽
霧
ぎ
５

・
員
墨
誌
，
；
事
豊
夏
娑
８
・
二
・
・
邑
庁
員
岩
乙
ド
言
目
．
　
　
　
（
４
０
）

・
・
婁
８
二
葦
二
Ｐ
Ｓ
～
Ｎ
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
１
）

－
還
邑
冒
害
９
９
く
一
胃
ｏ
冒
星
ｏ
曇
・
。
茎
昌
二
、
書
貫
．
　
　
（
４
２
）

易
饒
９
”
員
黒
轟
占
箏
げ
～
Ｐ
■
ａ
囚
易
ぎ
目
卑
。
。
◎
Ｏ
邑
げ
ヨ
一
オ
９
Ｃ
。
ド

旨
巨
－
◎
９
０
耳
９
岩
富
一
署
．
Ｏ
Ｏ
～
胃
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
３
）

　
亭
車
一
署
．
崖
～
旨
．

　
彼
ら
の
主
張
は
、
杜
会
主
義
者
、
共
産
主
義
者
よ
り
も
一
層
、
急
進

的
で
、
「
生
産
手
段
の
私
的
所
有
の
廃
止
及
ぴ
、
新
し
い
因
家
へ
の
移

動
で
は
た
く
て
、
生
産
手
段
の
所
有
の
概
念
そ
の
も
の
の
完
全
な
除

去
」
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
（
－
く
彗
黒
二
巨
汗
Ｏ
・
爵
）

　
宕
彗
－
望
胃
冨
Ｕ
易
－
彗
ユ
Ｏ
鼻
Ｏ
警
色
Ｏ
昌
¢
Ｏ
昌
守
Ｈ
雪
８
｛
鼻
¢
；
－

註
◎
量
げ
。
。
冒
－
．
彗
ざ
囚
易
ぎ
目
（
黒
”
誌
－
；
｛
。
。
）
一
彗
ざ
胴
邑
－
暮
９
。
・
◎
９

邑
げ
員
オ
Ｏ
』
い
二
巳
干
◎
〇
一
◎
げ
８
宕
ヨ
署
．
Ｈ
８
～
旨
Ｎ
．

　
デ
ス
ロ
ー
リ
エ
は
、
第
二
回
め
の
国
際
会
議
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

の
べ
て
い
る
。
第
一
回
め
と
く
ら
べ
て
、
参
加
者
も
三
〇
〇
名
増
大
し
、

種
々
の
国
か
ら
の
多
様
な
参
加
が
目
立
っ
た
。
ペ
ル
ー
、
チ
リ
、
フ
ラ

ソ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
、
ド
イ
ツ
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
他
に
杜
会
主
義

国
、
中
国
、
キ
ュ
ー
バ
も
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自
主
管
理
運
動
を

世
界
的
た
、
母
国
の
た
い
も
の
に
し
た
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
　
（
巨
ｑ
・
一

り
．
Ｈ
８
）

最
近
の
西
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ソ
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
自
主
管
理
運
動
に
つ
い
て

　
－
巨
Ｆ
ｐ
Ｈ
Ｈ
〇
一

　
｛
一
Ｕ
奉
一
〇
．
Ｈ
畠
一

　
内
ｇ
ユ
量
■
黒
『
旨
彗
一
－
易
８
◎
り
ｇ
き
く
易
◎
毫
浄
『
易
監
箏
。
。

一
．
一
ま
易
巨
０
ま
８
琴
Ｏ
冨
Ｐ
景
竃
ざ
旧
毘
一
Ｓ
¢
二
◎
９
～
茅
冒
オ
◎
．

ｏ
。
ド
盲
ぎ
－
◎
ｇ
◎
寄
９
お
寄
一
〇
〇
．
ミ
～
震
一

　
旨
巨
一
〇
．
ト
ド

　
亭
奉
一
ｐ
ｏ
ト

　
拙
稿
「
現
代
フ
ラ
ソ
ス
に
お
げ
る
自
主
管
理
思
想
の
本
質
」
東
北
大

学
研
究
年
報
『
経
済
学
』
第
三
六
巻
第
一
号
所
収
。

　
平
実
『
市
民
革
命
と
協
同
思
想
』
ー
フ
ラ
ソ
ス
協
同
組
合
思
想
史
一

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
昭
和
三
五
年
発
行
、
二
一
五
～
二
二
五
べ
－
ジ
ま

で
を
参
照
の
こ
ピ
。

（
津
島
）

一
七
九
（
六
一
七
）




